
小野市が全国でも上位（概ね上位20%程度）に入る指標

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/
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/

/

/

小野市が全国でも下位（概ね下位20%）に入る指標

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

9

項目名項目名項目名項目名 出典出典出典出典

項目名項目名項目名項目名 値値値値
全国平均､全国平均､全国平均､全国平均､
県平均県平均県平均県平均

出典出典出典出典

5 第１次産業就業者比率
農業，林業及び漁業の就業者の数の割合

（2020年度）

社会・人口統計体系

2.77％
全国 1,288 1,740 10.28％

県 22 41 4.37％

33.1％

4 65歳以上世帯員の単独世帯の割合
一般世帯のうち65歳以上の者一人のみの世帯の割合

（2020年度）

社会・人口統計体系

10.68％
全国 1,352 1,740 14.53％

県 35 41 13.14％

20.20％

県 41 41 18.6％

全国 1,652 1,718

一般病院数（人口10万人当たり）
精神科病院以外の病院の数

（2020年度）

社会・人口統計体系

10.5箇所
全国 355 1,740 6.7箇所

県 7 41 6.4箇所

年齢中位数
人口を若い順に並べた際、ちょうど真ん中に位置する人の年

齢。平均値のように数値が左右されにくいため、実際の年齢

構造を正確に表す。

（2020年）

社会・人口統計体系

48.6歳
全国 1,344

No.No.No.No.

1

3 総人口に占める割合（65歳以上）
（2020年）

国勢調査

35.04％

県 29 41

ランキングランキングランキングランキング

2
1,740 53.8歳

県 31 41 52.3歳

29.29％
全国 1,313 1,740

ごみのリサイクル率
総収集量のうち資源の占める割合

（2022年度）

社会・人口統計体系

6.3％

41

（2020年）

社会・人口統計体系

（2020年）

社会・人口統計体系

（2020年）

国勢調査

No.No.No.No.

1

2

3

値値値値

82.3歳

88.0歳

13.38％

ランキングランキングランキングランキング
全国平均､全国平均､全国平均､全国平均､
県平均県平均県平均県平均

81.8歳

87.5歳

87.9歳

11.3％

11.99％

319

17

292

6

81.3歳全国

県

190

7

平均余命（0歳、男）
０歳の者が、その後生存できると期待される平均年数

平均余命（0歳、女）
０歳の者が、その後生存できると期待される平均年数

総人口に占める割合（0～14歳）
（年少人口比率）

4
核家族世帯割合
一般世帯のうち、夫婦のみの世帯、夫婦と子どもから成る世

帯、男親または女親と子どもから成る世帯の割合

（2020年度）

社会・人口統計体系

1,732

41

1,732

41

1,740

41

全国

県

全国

県

60.93％
全国 355 1,740 55.4％

県 7 41

6
5.00室

5.56室

59.3％

5

１住宅当たり居住室数
居間、茶の間、寝室、客間、書斎、応接間、仏間、食事室な

どの居住用の部屋の数

（2023年）

社会・人口統計体系

5.92室
全国 145 1,059

2.36人

県 16 37

2.45人
一般世帯の一世帯当たり人員

（2020年）

国勢調査

2.61人
全国 314 1,741

県 7

7
第２次産業就業者比率
鉱業，採石業，砂利採取業、建設業及び製造業の就業者の数

の割合

（2020年度）

社会・人口統計体系

36.32％
全国 156 1,740 24.7％

県 6 41 28.5％

8
他市区町村からの通勤者比率
当該市区町村で従業する者のうち、県内外を問わず他の市区

町村に常住する者の数の比率

（2020年度）

社会・人口統計体系

51.9％
全国 202 1,740 36.6％

県 7 41 33.2％

10 国民健康保険被保険者受診率（1,000人当たり）

国民健康保険の被保険者1,000人当たりの診療件数

（2014年度）

社会・人口統計体系

11,280.66件
全国 220 1,542 10,222.88件

県 11 41 10,956.49件

小野市を知る
（小野市が全国でも上位又は下位に含まれる指標及び順位を記載）

※年齢中位数等のように 順位が低い方が良い項目もあります。

（令和６年度） （令和６年度） （令和６年度） （令和６年度）

（令和６年度） （令和６年度） （令和６年度） （令和６年度）

（令和６年） （令和６年） （令和６年） （令和６年）

（令和６年） （令和６年） （令和６年度） （令和６年）

（令和６年） （令和５年度） （令和６年） （令和６年度）

※兵庫県 市町民経済計算 ※消防本部等の職員を除く

市民１人あたりの
一般会計決算額(歳出)

477,992円
【令和５年度／442,985円】

３１０万円

教員１人あたりの
児童・生徒数

１１.５２人
【令和５年／１２.０４人】

市民１人あたりの所得
(市町民所得(分配))

【令和４年度／２９９万円】

市民１００人
あたりの職員数

０.５６８人
【令和５年／０.５７９人】

救急出場件数 火災発生件数

４.７４人

８１４.１人１.８８ｋｇ

６,３８４人

２.２６人

１,１１２冊
【令和５年度／４.６８人】 【令和５年度／４.７４人】

【令和５年／２.３人】

【令和５年度／１,１８３冊】

【令和５年度／０.７３人】 【令和５年度／１.６５人】 【令和５年度／０.３２件】 【令和５年度／０.１６件】

転入 転出 図書館貸出冊数

４.６７人

出生 死亡 婚姻 離婚

【令和５年／３.９７件】 【令和５年／０.６３件】 【令和５年／７.６５件】 【令和５年／１４.６日に1件】

０.５４人 １.６０人 ０.３２件 ０.２１件

【令和５年／１.７７台】

【令和５年度／６,１６５人】

【令和５年度／１.９６kg】 【令和５年／８２１.１人】

１世帯あたり
自動車保有台数

事故発生件数

１.７６台

２２.８日に１件７.６件０.７４件３.９３件

公共交通機関
１日平均乗車人数

１世帯１日あたりの
ごみ排出量

１平方キロメートル
あたりの人口密度

１世帯あたりの
人口

刑法犯認知件数

小野市の一日
※数値は、年・年度の件数を、年間日数で除した単純平均です。

※分かりやすい表現とするため、火災発生件数のみ、１日あたりではなく、１件あたりの

日数を記載しております。

小野市の市民生活



小野市を表すグラフ（令和７年版小野市統計書から抜粋）
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男

1740 2410 2429 2351 2977 3408 2710 2968 1528 295 4

女 1591 2206 2203 2218 2912 3474 2794 3434 2175 737 33

男女別年齢人口

(人)
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自然動態の推移 出 生 死 亡 差引増減
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社会動態の推移 転入等 転 出 差引増減

男女とも50歳台

が最も人口が多

いです。

出生数が年々減少、

死亡数が年々増加し、

自然減となっています。

転入、転出が釣り合い、

社会増減はほぼ横ばい

で推移しています。

S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

65歳以上

4586 5289 6172 7363 8593 9798 11125 12647 13844

15～64歳 28144 29735 30901 32509 32704 32037 30893 28711 27104

15歳未満 10844 10607 8904 8342 8135 7912 7638 7052 6325

世帯数 10935 11708 12164 13881 14881 15809 16470 16860 17810
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国勢調査における年齢区分（３区分）別人口・世帯数の推移
(人)

(世帯)

H7 H12 H17 H22 H27 R2

昼間人口 45545 47930 49218 48973 48868 48324

夜間人口

48214 49432 49747 49680 48580 47562

40000

42000

44000

46000

48000

50000

昼間人口等の推移
(人)

農業

2.8%

漁業 0.004%

鉱業 0.04%

建設業

4.7%

製造業

31.6%

電気ガス水道業 0.3%

情報通信業 0.5%

運輸・郵便業

5.6%

卸・小売業

14.7%
金融・保険業 1.3%

不動産業 0.9%

サービス業

31.6%

公務

3.5%

分類不能

2.6%

産業大分類別

１５歳以上就業者数

第１次

産業

2.8%

第２次

産業

36.3%

第３次

産業

58.3%

分類不

能

2.6%

人口は平成17年を境に減

少していますが、世帯数

は年々増加しています。

昼間人口・夜間人口は、通勤・通学による移動が反映された人口です。

平成27年以降は夜間人口より昼間人口の方が多くなっています。

昼間人口が多いと、市外へ働きに出る人よりも市内へ働きに来る人の方

が多く、夜間人口が多いとベッドタウンのように市内に住んでいても市

外に働きに出る人が多いことになります。

小野市は、全国平均（24.7％）

や県平均（28.5％）と比べて、

第2次産業に従事する方が多い

です。


